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平成 21 年 3 月期第 2四半期末の有価証券評価損に関するお知らせ 

当行では、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回

復が認められないものについて、平成 21 年 3 月期第 2 四半期において減損処理による有価証券評

価損を計上する必要が生じましたのでお知らせします。 

 

記 

 

1.平成 21 年 3 月期第 2四半期末の有価証券評価損の総額（単体） 

（A）平成 21 年 3 月期第 2四半期末の有価証券評価損計上額 418 百万円

（B）平成 20 年 3 月期の純資産の額 （A/B×100） 
21,499 百万円

（1.9％）

（C）平成 20 年 3 月期の経常利益額 （A/C×100） 
1,623 百万円

（25.7％）

（D）平成 20 年 3 月期の当期純利益額（A/D×100） 
1,027 百万円

(40.7％)

(ご参考)（１）当行の第 2四半期末は、9月 30 日であります。 

    （２）当行の有価証券減損処理基準は次のとおりであります。 

①期末日における時価等の下落率が 50％以上の銘柄については全て減損。 

②期末日における時価等の下落率が 30％以上 50％未満の銘柄のうち、発行会社の業

況や過去の一定期間における時価の推移等を考慮し、時価の回復可能性が認められな

いと判断したものを減損。 

 

 

 

2.今後の見通し 

  

 平成 21 年 3 月期第 2 四半期の業績につきまして、現在集計作業中でありますが、適時開示規則

に基づく業績修正の必要はない見込です。 

 

 

 

以 上 


